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 要  旨 
   無線ネットワークの普及に伴い、無線 LAN の上で音声やビデオなどのリアルタイム情報を送
信する QoS 通信の要求が高まっている。無線 LAN の標準化を行っている IEEE でも 802.11e に
より QoS を提供するための機能拡張を定めている。QoS 通信を実現するためには、音声やビデオ
などの QoS トラヒックをベストエフォートと区別し、転送中継時において QoS トラヒックを優
先的に転送する優先制御、QoS トラヒックが始まる前にその通信を受付可能であるかを判断し、
受け付ける場合は必要となる帯域などのリソースを確保するアドミッション制御及びリソース管
理などの機能が必要となる。 
 一方、複数の無線ノードが自律的にマルチホップネットワークを構成する無線アドホックネッ
トワークに対する要求も高く、QoS 保証通信の実現が注目されている。しかし、アドホックネッ
トワークでは通信するノードが対等な関係となるため、802.11e による無線 LAN の QoS 通信方
式をそのまま適用することはできない。 
 本研究では、アドホックネットワークにおいての QoS 通信方式を考察し、802.11ｅに規定され
たメカニズムを基づいて、トラヒック通信品質を保証するためのアドミッションコントロール及
びリソース管理方式を提案する。この提案により、アドホックネットワークにおいて 802.11e の
分散型の優先制御を採用し、四つの優先カテゴリを使用しチャネルアクセスを行う。そして、優
先度高いトラヒックが増加した場合に対して、アドミッションコントロールを行う。このアドミ
ッションコントロールでは、新たなストリームが入る前に送信先の隣接のノードから許可をもら
ったら送信を開始する。そして、アドホックネットワークにおいて、トラヒックが転送されると
きに隣接ノードの帯域も消費されるという問題に対して、リソース管理メッセジーを通じてリソ
ース管理を行う。 
 本研究では、提案した QoS 通信方式を計算とソフトウェアシミュレータにより評価を行い、提
案した方式を実現できるとわかる。 
 
